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韓 国 の 「近代」 と 日本研 究

一研 究者 の修惑一

徐 禎 完

1　 は じめに

　韓国の 日本研究の現状 とその史的背景をも含めた全体像を語 るとい うことは決 して容易なこと

ではない。 さらには 「日本研究」とい うことばが扱い得 る領域そのものがあまりにも広大であり、

またある意味では明確です らないとい うことからも、一個人が語 り得る対象ではない。 しか しなが

ら、韓国で 日本研究に携わる一研究者 としての 「修惑」とい うある意味で個人的な思惑や雑感を交

えながら韓国の 「日本研究」とい う現状や問題意識を語 り紹介す ることは可能であろう。本稿では、

このよ うな立場か ら、単に韓国における 日本研究の現状を述べ るだけではなく、 日本研究の背景 と

なる韓国の 「近代」 とい う時代がどのような時代であり、韓国の 日本研究は どのような歴史的 ・社

会的背景を背負 って展開されたのかを、歴史的事実 と一研究者の視点を織 り交ぜなが ら語 ることに

したい。そ してこの拙稿が韓国および韓国の 日本研究に対する理解へ とつなが り、相互理解の一助

となれば と願 う。

2　 韓国と 「近代」

　韓国の 「近代」はまさに試練 と苦難の歴史であった。

　周知の通 り、近代における韓国 と日本の接触は征韓論と朝 日 ・日朝修好條規な ど不幸な歴史から

始まる。さらには 日本の全権公使三浦梧楼による王妃明成皇后弑 害事件や一国の主権を象徴する韓

国国土の測量を 日本軍が無断で行 うなどの横行闊歩な経過 を経て1905年 には 日本によって大韓帝

国の外交権が剥奪され るな ど、独立国家としての尊厳 と主権が大きく侵害・制約 され、そのまま1910

年の併合へ とつながる。500年 以上続いた朝鮮王朝の終焉 とともに、それか ら35年 間、韓国民は 日

本の植民地支配 を経験することになる。そ して1945年 の 日本の敗戦 とともに韓国民は植民地支配か

ら解放 され独立を得るのであるが、この独立を以て韓国の近代が終わり現代に入 るとす る時代区分

が有力な見解 として受け入れ られている。一方の 日本では 「戦後」 ということばを以て近代の終焉

とい う認識を表す場合が多 く、「日本の敗戦=韓 国独立」とい う歴史的因果関係の下で両国はそれぞ

れ新たな歴史の章を開くことになるのである。

　敗戦と独立、どちらも大きな歴史の転換であることには間違いない。

　 しか しながら、筆者は1945年 の日本の敗戦 による独立獲得 をもって韓国の近代が終わったと見

ることに、歴史が大きく変わったターニングポイン トであったとは認めつつも、かな り確固たる意

志を伴った躊躇 を覚える。何か大切なものを看過 しているような気がしてな らないのである。その

大切なもの とは、「民主」であり、「民」である韓国民の 「自主」である。歴史 とい うものを認識 し

記述す る中で 「民」の存在 とその位置づけとい うものをもっと積極的に捉 えるべきであるとい う立

場に筆者は立つ。筆者が文学 と歴史学の交わる領域に最 も関心を示すのもこのよ うな考えからであ

るが、韓国の近代には、「民主」に対する 「民」の壮絶な歴史がある。時間軸に沿って主要事項のみ

以下に掲出す る。
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1945年 　7.月 、ポツダム宣言。 「日本の人民を欺きかつ誤 らせ世界征服に赴かせた、全ての時期

　　　　における影響勢力及び権威 ・権力は排除 されなければな らない。」

　　　　8月 、 日本の敗戦によって韓国は 日本の植民地支配から脱 し念願の独立を得る。

1950年 　韓半島は冷戦構造の代表的な犠牲地域 とな り、6.月25日 に北朝鮮の南下侵攻 によって

　　　　韓国戦争(朝 鮮戦争)勃 発。27日 には首都 ソウルが陥落す る。

1951年 　戦争の真 っただ中、冷戦体制下でソビエ トを筆頭 とする共産陣営に対抗す るための勢

　　　　力圏構築が緊要であった米国の強い意志によって韓 日 ・日韓の国交正常化を目的 とする

　　　　予備会談が開かれた。戦争中の韓国に 日本 との関係正常化を進める余裕 はなかったうえ

　　　　に植民地支配か ら脱 してまだ6年 目の韓国民には植民地支配の傷跡がまだ深 く、 日本 と

　　　　の関係正常化を受け入れる世論は形成 されていなかった。結局、会談は滞 り、関係回復

　　　　の道の りが遠い ことを実感するのみであった。

1952年 　 日本は米国の強い後ろ盾によって国際社会に復帰。

1953年 　甚大な人命 を奪った韓国戦争は1953年 に休戦協定が結ばれ銃声 と爆音は止むが、韓社

　　　　会はその後 も冷戦構造下での混乱が続いた。

1960年 　学生による4.19革 命。反不正 ・反政府運動。政権交代に追いや る。

1961年 　5.16軍 事クーデ ター。朴正煕政権樹立。

1964年 　米国の要請でベ トナム派兵。医療部隊 とテ コン ドー教官のみを派遣 したが、1965年

　　　　には米国が戦闘部隊派兵を強く要請 し、応 じる。1973年 撤退。

1965年 　韓 日・日韓基本条約 によって国交が回復。予備会談から14年 の産痛 を経ての締結。 こ

　　　　の条約が孕むい くつかの間題は今 日の韓 日 ・日韓の懸案にも時折顔を うかがわせ ている。

1968年 　北朝鮮は特殊部隊である第124軍 の精鋭31名 を韓国に送 り込み大統領殺害を図った大

　　　　統領府(青 瓦台)襲 撃事件が起こる。また、同年10月 には武装 した特殊部隊戦闘員120

　　　　名が侵入 した三陟 ・蔚珍事件によって南北対立構造がさらに激 しくなるなか、韓国政府

　　　　は北か らの脅威に対抗すべ く経済発展を通 して国力を高める政策を進めることになる1。

1972年 　いわゆる 「10.月維新」。朴大統領違憲的戒厳令と国会解散及び憲法停止の下で違憲的手

　　　　続 きによって国民投票を実施 し、大韓民国の憲法を破壊 した。統一主体国民会議 なる管

　　　　制機構 による大統領 間接選挙制にす ることで実質的には三権を掌握 した大統領の終身

　　　　制 となる。

1974年 　8月15日 、 日本の植民地支配か ら解放 され独立を祝 う記念式典会場にて大統領狙撃事

　　　　件。大統領夫人死亡。

1979年 　10.月15日 、釜馬民主抗争。釜山及び馬山地域を中心に展開された朴大統領の維新独裁

1日 本帝 国に よる植 民地朝鮮 の位置 づ けは
、満 州 をは じめ とす る大 陸進 出のための橋頭 墨 であった ため、工業

地 帯は殆 ど北 に偏 重 してお り、南 には内地 に米穀 を送 るた めの農業 地帯 であ った。 つ ま り、南 北が対 峙す る

な かで韓 国が工 業 中心 の経 済成 長政 策 を進 め るには極 めて不利 な状 況で あった。 さ らに これ に追 い打 ちをか

ける よ うに、韓 国戦争 に よって殆 どの施設 が壊滅 状態 で あった。 当時 の この よ うな状 況 を踏 まえれ ば、2011

年 の交易実績 として輸 入世界13位 で輸 出世界10位 とい う経済規模 にまで発展 した こ と自体驚 くべ きこ とで

あ り、 「漢江(ハ ンガン)の 奇跡 」 と言 われ る所 以で ある。 もちろん、急速 な成長 と発展 に伴 う副 作用 として

の社会 問題 も多々抱 えてお り将来へ の重荷 となって い る。
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1980年

1987年

1988年

反対の抗争。15日 、釜山大学で学生によって民主宣言文が配布 され、16日 には5,000名

の学生がデモを行い市民が加勢 し反政府運動 となる。16日 と17日 には政治弾圧の中止

と維新政権打倒を叫びながら交番 ・警察署 ・道庁 ・税務署 ・放送局などを占拠 ・破壊 し、

18日 は馬山と昌原地域へ と拡散。政府は18日 釜山に非常戒厳令を敷いて軍を派遣 し鎮

圧。

10.月26日 、大統領暗殺。

12.月12日 、軍事 クーデター。大統領不在の中、総理大臣代行体制に移行す るが新軍部

(全斗換 ・盧泰愚)に よる政権奪取が起こる。

5月 、光州民主化運動。戒厳令下で各大学に戒厳軍進駐。学生が戒厳令撤廃 と大学休校

令解除、全斗煥 退陣、金大中釈放を要求、市民が加勢。新軍部が軍 を派遣 し武力鎮圧。

6月 、「6.月抗争」または 「6月民主化運動」と称す る大統領直接選挙制実施のための改

憲 と全斗煥 大統領退陣を要求 した抗争。6月29日 、与党の盧泰愚大統領候補の 「6。29宣

言」によって民主化達成。大統領直接選挙制以外にも言論基本法の廃止による言論の自

由の保証、国民の基本権保証、 自由な政党活動、地方自治制 と大学の自由化実施 なども

含まれる。

ソウルオ リンピック開催。

　 1960年 の4.19革 命で政権を倒 した経験を持つ韓国の大学生は、民主化を強 く渇望 し要求 した。

そ して市民が大学生の行動に賛同 し加勢した。 これが韓国近代における 「民」であった と筆者は考

える。植民地期の3.1独 立運動がその起点だったのかもしれない。そして、その対峙するところに

朝鮮総督府 とい う植民権力や軍事独裁政権が座 して 「民」を圧迫 し威圧 し、その傍 らで教化策を打

ち出していた。これが韓国の近代で、これが韓国近代の、韓国民の試練であった。80年 以上にわた

って世代を受け継 ぎなが ら多大な犠牲を代償に闘争 した結果、韓国民が勝 ち取った 「民主主義」が

今ここにあるのである。 日本の近代化が文明化であったとするならば、韓国の近代化は民主化であ

ったと言えるではなかろ うか。

　筆者は5。16軍 事クーデターの約3週 間前に生まれて、1979年 の高校3年 生の時に釜馬民主抗争

の事実を知 り、大学入試一ヶ月前に大統領暗殺 とい う緊急事態を経験 し、1980年 の大学1年 生の5

月には光州民主化運動が起こり、ソウル市内の筆者の大学正門前にも戒厳軍が進駐 して大学構内へ

入ることす らできないまま夏休みを迎え、2学 期を迎えた記憶がある。卒業まで 「大学=デ モ」 と

い う環境の下で大学生活を送った世代である。朴大統領暗殺の際は金 日成が侵攻 して くるとい う噂

が流れ、 自分の人生は受験勉強が全てで結局何 も謳歌できずに死んでしま うのかとい う絶望のよ う

なものを感 じた記憶もある。また、当時の大学生は2年 生まで軍事学 ・軍事訓練である 「教練」と

い う教科を取 らなければな らなかったが、その教練中にデモをした記憶や、正門を境界にスローガ

ンと投石 と催涙弾が飛び交 うデモが一 日中続き、 日が暮れるころには鎮圧 に来た戦闘警察(日 本の

機動隊と思っていただければ理解 しやすい)の 部隊員に正門の鉄格子の隙間か ら牛乳 とパ ンを数箱

手渡 しなが らみんなで握手を交わ した記憶もある。「続きはまた明 日やろ うぜ」みたいな言葉を交わ

したのだが、実は彼 らも大学生で休学を して兵役 を全 うしているだけなのである。戒厳令 中に大学

の正門を閉鎖 していた空てい部隊の兵士だって大学生だったのかもしれない。歴史とい うものが、

権力 とい うものが、イデオロギーとい うものがこのよ うなアイロニーで残忍な仕打ちをす る時代で

あった。
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　そして、この手の話を昔懐か しい回顧談 として語れることで、いま、「民主主義」 と 「自由」を

体感 している。学生と市民 自らの手で民主主義 と自由を獲得 した1987年 こそが韓国の近代化が一応

の完結を見るに至った時点 と解 したい。1987年 までを 「近代」としたい所以である。

　以上で概観 したよ うに、敗戦後、米国によって与えられた民主主義を花咲かせ謳歌 した 日本 とは

異なり、韓国民には何 も与えられず、冷戦体制下でのイデオロギーの葛藤 とそれを克服す るとい う

名分の下で軍事独裁を押 しつけられてきたのである。民主主義 と自由の獲得が遅かった分、さらに

成熟 した民主主義へ と進化 させなければな らない課題は残 るが、自力で勝 ち取った民主主義と自由

は今 日の韓国において最も貴重な価値である。学生 と市民の発言力 ・発言の仕方がどのよ うに発展

していくのかが将来の韓国社会が進むべく方向を象徴す るバロメータとなろう。社会を動か し独裁

に抵抗 し政治に圧力をかけることの出来る 「民力」をどのように発展 させてい くのかが、その対極

にありなが ら共に歩まなければな らない政治の在 りよ うと連動 して次の時代を切 り開 く力 となるか

らである。

3　 韓国の 日本研究

　韓国の 日本研究は、以上のような歴史的 ・社会的背景を持っている。「海外で人 口比 日本語学習

者が最 も多い国」や 「海外で 日本研究の研究者層が一番厚い国」な どの評価を得ている韓国の 日本

学であるが、日本語 と日本研究の普及を進める日本側の計量的な数値に基づく評価なので、筆者に

とってはそれほど大きな意味は持たない。このような数値や規模 よりは、韓国において、社会的に

学問的に 日本研究がどのような役割を担 うことができ、また 日本の社会や学界 とどのような関係を

構築す ることができるのか とい う点が韓国における日本研究の使命であ り責任であると考える。今

日の韓国における日本研究がこの使命 と責任を全 うしているのかとい う問いの前では、圧 し掛かる

重荷を体全体で受け止めなければならないほど改善 し発展させ る余地が多い と言わざるを得ない。

これは韓国の民主主義 と自由がさらなる進化 と発展を目指さなければならない とい う歴史的認識 と

軸を同じくす る問題なのかもしれない。

　 ところで、この韓国における公的な 日本研究の出発は、大学に 日本関係学科を設置するとい う形

で始まる。両国の国交が正常化 され る4年 前の1961年 に韓国外国語大学に日本語科が設置 されたの

である。当時は 日本の植民地支配に対する傷跡がまだ深 く、韓国社会の世論は日本や 日本語 を教え

る日本関係の学科は不要とい う設置反対の声が圧倒的に強かった。そのような社会的反発 を押 し切

って将来の必要性を認めての韓国外国大学 日語科設置であったのであるが、設置の際に極めて強い

反対意見や反発 あるいは圧迫があったと聞いている。反対が大勢の中でのとりあえずの一歩とい う

表現が当時の状況を適切に表 しているといえようか。

　それか ら12年 が経ち、1973年 に韓国の 日本研究に大きな転機が訪れる。 日本研究を目的 とす る

韓国初の学会である韓国 日本学会の創立と高等学校の第二外国語 に日本語が採択 されたのである。

前者は、「日本学」とい う領域が公式に韓国の学界で胎動 しはじめたことを意味し、後者は 日本語学

習者の底辺を画期的に拡大できる礎を確保 したとい う意味がある。1965年 の国交正常化に対 しても

韓国社会には根強い抵抗があり、大規模な反対デモが繰 り広げられたが、その8年 後に 日本学最初

の学会が設立 され、中等教育で 日本語が第二外国語 として選択できるようになったことは、当時の

韓国社会の状況や 日本に対する感情などを勘案すれば、画期的なことであった といわなければなら

ない。

　ここで興味深い資料を一つ提示 したい。韓国日本学会の学会誌である 「日本学報」創刊号(1973)
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に掲載 された創刊の辞である。 当時、どのような心情 と目的で韓国における日本研究の必要性が説

かれたのか、また韓国 日本学会創設の趣 旨と目的は何であったのかを教えてくれ る興味深い資料で

ある。

　 日本が他の どの国よりも我々の存在 と直結す る深い関係を結んできた国であることは個人

的あるいは民族的感情を越 えて認めなければならない客観的事実である。にも拘わらず、終戦

後四半世紀が過ぎた今、我々と一衣帯水の関係にあるこの隣国の姿を注意深 く凝視 しようとす

る努力が十分ではない とい う事実 もまたわれわれは認めざるを得ない。恐 らく第二次世界大戦

での 日本の敗北 と日本帝国主義からの祖国の解放、そ してその後多年間にわたる両国間の公式

な交流の断絶がこのような相対的無関心の原因であろう。(中 略)い ま、「われわれにとって 日

本 とは何か」 とい う問題の再検討は急を要する民族的要請 となってお り、われわれはこの問い

に答えていかなければならない立場に立つ ことになったのである。 しか し、この要請が急を要

す るか らといって、拙速な判断 と感情的な反応を見せることを我々は決 して望まない。省察の

対象が何であれ、客観的検証と学問的根拠の下での判断のみが主体性 を確立するための堅固な

礎石になると信 じるか らである。　 (日本語への翻訳は引用者による)

　 「個人的あるいは民族的感情」を越えた客観的な日本研究が必要であるという当時 としては極め

て破格的であったろう主張をしているのである。「われわれにとって 日本 とは何か」とい う問いが「民

族的要請」であるとの指摘は、植民地支配 とい う苦難の記憶 と痛みを取 り払い超克 し、独立国大韓

民国の未来を切 り開いてい くためには日本 とい う国をどのように理解 し受け入れさらには大韓民国

の未来に 日本 とい う国をどのように位置づけるのか とい う問題を解決 しなければならない、とい う

意志 と責務が強く働いていた ものと筆者は理解する。 ここにはフランスとイギリスあるいは ドイツ

な どの例か らもわかるように、両国が 「隣国」であるとい う事実だけで両国には否応なく 「関係」

が生 じる、それ故に対応できる準備 としての研究とその成果 としての相互理解が必要であるとい う

認識なのであろ う。 日本研究に携わる一研究者 として、先学の未来を見据 えた見識 と学者 としての

責任感に感服を覚える。

　以上、韓国における日本研究が本格的に胎動 した時期を1973年 と見ることのできる理 由である。

当時の韓国の日本研究は 日本研究の必要性をどこに求めていたのか という問題は、今の、それから

今後の 日本研究の方向を考える上でも 「省察」のよい教材 になる。 では、その後、さらにどのよ う

な展開を見せ るのかを鳥瞰するために時間軸に沿って日本研究関係 の主要事項を既 に述べた事項を

含めて掲出す る。整理要約すると以下のようになる。

1961

1962

1973

1974

1976

1977

1978

韓国外国語大学(日 語科)

国際大学(日 語 日文学科、夜間、今の西京大学)

韓国 日本学会、高等学校第二外国語に 日本語採択、韓国外国語大学大学院(修 士課程、

日語科)

首都女子師範大学(日 語教育科、今の世宗大学)、 建国大学(日 語教育科)

啓明大学(日 本学科)

済州大学(日 語 日文学科)、 東亜大学(日 語 日文学科)

韓国 日語 日文学会、現代 日本学会
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1979　 中央大学 日本研究所、東国大学 日本学研究所

　　　漢陽大学(日 本言語文化学科)、 京畿大学(日 語 日文学科)、 朝鮮大学(日 本語科)

1980釜 山大学(日 語 日文学科)、 東国大学(日 語 日文学科)、 全南大学(日 語 日文学科)

　　　檀国大学(日 語 日文学科)、 徳成女子大学(日 語 日文学科)、 仁荷大学(日 語教育科)

1981慶 煕大学(日 本語学科)

1982　 大邸大学(日 本語 日本学科)

1983　 高麗大学(日 本語 日本学科)

1984　 檀国大学(日 本語科)、 祥明大学(日 語 日文学科)

1985　 慶北大学(日 語 日文学科)、 全北大学(日 語 日文学科)

1986　 忠南大学(日 語 日文学科)

1990　 韓国外国語大学国際地域研究センター 日本研究所

1992　 翰林大学(日 本学科)

1993　 培材大学(日 本学科)

1994　 翰林大学 日本学研究所、 日本史学会

1998　 江原大学(日 本学科)

1999　 高麗大学 日本研究センター

2002　 檀国大学 日本研究所、国民大学 日本学研究所

2003　 ソウル大学 日本研究所、東西大学 日本研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　*学 科名 は追跡できる範囲で設置当時の名称を提示 した。

　四十余年の足跡を数行で示す ことはできないが、その凡その展開からいくつか特徴が見えて くる。

　まずは、韓国の大学に 日語 日文学科などの日本関係学科が1979年 と1980年 の2年 間集 中的に設

置 されている。1979年 に学生募集を始 めた とい うことは1978年 には認可が下 りた とい うことであ

るが、前述のとお り、1979年 と1980年 は民衆化運動 ・大統領暗殺 ・軍事クーデター ・武力による

民衆鎮圧 など韓国社会が危機に瀕 した暗黒期である。常識的には、このような時期に日本関係学科

の認可が集中的に行われることは不 自然である。もちろん、1973年 を機 に日語教育科を筆頭に日本

関係学科の設置が進んでいるのでその流れの一環として捉えることも可能である。 しか し、この問

題は、大学の定員を増やすことで政権や軍部への支持を得 ようとした方策であった可能性、1973年

の韓国 日本学会設立による日本研究の活性化 と高等学校の第二外国語での 日本語採択による日本 ・

日本語学習希望者増大などの社会的要求の可能性 をも含めて当時の韓国の大学 と社会の状況を幅広

く調べる必要があろう。特に1974年 の2件 の日語教育科の設置は中等教育課程で 日本語が第二外国

語 として採択 されたことを受けてその教師を養成するとい う目的なのであろうが、1979年 と1980

年に学科設置が集中している件に関してはさらなる精査が必要である。

　も う一点注目すべきは、認可初期は 「日語 日文学科」が圧倒的に多かったが、1990年 代に入 ると

「日本学科」のみが認可されている点である。つまり、 日本語学や文学ではなく、 日本の社会や歴

史あるいは文化や政治などのいわゆる 「日本学」へのシフ ト・チェンジの社会的要求があって、そ

れに応えた結果である。これは 日語 日文学科が必要以上に多すぎるという批判的判断もあるのであ

るが、それ と同時に文学や 日本語学では実際の 日本分析や 日本理解に直接的には活用できないので、

より社会的貢献度の高い人材を世に送 り込むために 「日本学」が要求 されているのである。 ビジネ

スに即投入できる実用的な教育 を要求するとい う意味もあったであろう。 このよ うな理由からであ
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ろうか、韓国では地域学 ・日本学とい うと文学や 日本語学を除いた政治外交、社会、経済などの社

会科学分野を指す傾向が強い。若干本題か ら外れるが敢えて付言するならば、韓国の 日本関係学界

では日本学 ・日本研究の領域を語学 ・文学 ・文化 とい う分け方をする。つま り、語学 と文学以外の

領域は全て 「文化」であるとい うのである。 しか し、これだ と語学 と文学は文化ではないのか、経

済や政治外交が 「文化」なのかとい う問いに対 して説明できない矛盾を自らが抱えて しま うことに

なる。同様に政治外交、社会、経済が日本学ならば、語学 ・文学 ・民俗学 ・歴史学は 日本学でない

のかとい う矛盾 を抱 くことになる。ある意味ではこれ らが地域学=日 本学の本髄であるはずなので

ある。 このよ うな学問的に誤った慣行が続 く理由は、前に触れたように韓国の大学に設置 された日

本関係学科が初期は殆 ど日語 日文学科 と日語教育学科であった点にある。つまり、これ ら学科の卒

業生が大学院に進学す る場合、殆どが日本語学あるいは文学を専攻 したのである。彼 らが勉強を終

えて大学に赴任 したわけであるが、殆 どの教員が 日本語学 ・文学専攻者であったため、彼 ら多数が

学界でイニシャティブを握 り彼 らの視点で領域を分類 した結果 このよ うな矛盾 した分類が今 日まで

慣行 として続いている、と筆者は判断している。前述の 「日語 日文学科」か ら 「日本学科」へのシ

フ ト・チェンジもこのような韓国の 日本学会の現状を反映 しているといえよう。

　いずれにしても1980年 を機にそれから約10年 間、韓国の大学に日本関係の学科が急激 に増える

が、1970年 代から1980年 までの問に日本関係学科が新設 された大学は14校 である2。14校 の各学

科の教員数を5名 と計算 しても計70名 の選任教員が必要にな り、専門科目以外の教養科 目を担当す

る非常勤講師まで含めると少なくともその倍の140名 以上の教員が必要であったはずである。また、

学生数は一学年の定員を40名 とした場合でも、40名 ×4学 年 ×14校=2,240名 になる。10年 間卒業

生を輩出 した場合、卒業生は計22,400名 となる。すなわち、1980年 代10年 間、韓国の大学におけ

る日本関係の環境が急速に発展 したのである。第二外国語としての 日本語の普及はこれをはるかに

凌 ぐものであろ う。少なくとも量的には著 しい発展を遂げたことに間違いなく、このような現象が

韓 日 ・日韓の相互理解にどのような形であれ貢献したことも相違なかろう。

　ここで若干視点を変えて私的な経験を交えて敷衍説明すると、筆者 も1970年 代後半にソウルで

高校生だった。 当時の第二外国語は ドイツ語 とフランス語が主流で、男子校は ドイツ語、女子高は

フランス語が多く、日本語は主に実業系(商 業)の 高校で多 く採択されていた。ちなみに、当時は

男女共学は存在 しない時代であ り、大学進学率 も今 日の約85%と は逆反対の約20%で あった。つま

り、少数の大学進学希望者はフランス語や ドイツ語を第二外国語 として学習 して大学で哲学や思想

あるいは社会学な どの勉強に役立てるとい う仕組みであった。他方、日本語は日本との通商 ・貿易

を主だった 目的とした第二外国語とい う位置づけだったように思われる。 しか しなが ら、公教育の

場で第二外国語 として 日本語を正式に教えるようになったことは大きな革命であった。韓国語を母

語 とす る者にとって ドイツ語や フランス語 と比べると圧倒的に習得 しやすい 日本語は、1980年 代か

ら1990年 代に流行 したJ-POPsや 日本のアニメ、あるいはファッションなどの文化媒体によって若

い世代に急速に浸透 してい くからである。そして、その先に日本大衆文化開放 とい う展開があった3。

2二 年制 の専門大 学(短 大)に 設置 され てい る例 えば観光 日本語学 科な どはすべ て省 略 され てお り
、四年制 大

学 に も漏れ があ るか も知れ ない。あ くまで も14校 の場合 どの程度 の 日本語 学習者人 口と教 育者人 口が増 えたの

か を推 察す るための参 考数値 に過 ぎない ことを 申し添 えてお く。
3植 民地支 配 とい う苦い経 験か ら植 民地 時代 に 日本 の植民権 力が遂行 した 「同化 」を恐れ て 日本 の大衆文化 を

公的 な場で流 す こと、公演 す るこ とが演 じられ ていたが 、民 主化 か ら約10年 後 、韓 国社会 が 自 らこれ を解 禁す

る力 を持つ こ とがで きた。第 一次開放(1998)で は映 画 とビデ オ を中心に解禁 され た。 第二次(1999)で は映

画 、公 演、 出版物 を 中心に、第三 次(2000)で は映 画、 ビデ オ、公演 、ゲーム 、放 送 を中心に、第 四次(2004)
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　一方、1990年 代には 日本研究を遂行する研究所の新設が相次いでお り、この時期に開所 した研究

所が今 日まで活発な活動を続けているが、これが1990年 代以降の韓国の 日本研究の特徴の一つであ

る。従来の学会 ・学科中心の展開の中で研究所 とい う新たな動力が浮上 してきたのである。 これは

より専門的な日本研究機関の必要性が台頭 したためであるが、研究の形態も個人研究か らプロジェ

ク ト研究へ と多様化 し、プロジェク トである故の中長期にわたる研究も可能になった。そして、も

ちろんその背景 には、韓国民が民主化を達成 しその上で経済発展 を遂げた結果、民主化獲得のため

につぎ込まれていたエネルギーが多岐にわたって分散 された とい うことが大きな一因 としてある。

そ して、その 「一岐」が隣国日本に対する冷静な分析 と理解のための研究であった、 と筆者 は受け

止めている。さらには、1973年 の 「日本学報」の創刊の辞に込め られた重く熱い責務 と意志は民主

化を得 ることによって社会の機運が変わってやっと軌道に乗 りはじめた、とい うのが筆者の今 日の

韓国日本研究の現状に対する認識である。多少批判的に見えるかもしれないが、地理的に、地政学

的に、歴史的に、文化的に切 り離すことのできない韓国と日本 とい う隣国の関係を考えると、この

程度の目線が適切であろう。

4　 むすび:修 惑

　2010年 は韓国併合100年 を向かえる年であった。そ して、来年2015年 は韓 日・日韓国交正常化

50周 年にあたる。われわれは国交正常化50周 年 を迎え何 を考え、何も思 うのであろうか。50年 間

の修交関係をどのように評価 し、今後50年 間に何を託 し何 をしなければならないのだろうか。

　韓国人 として 日本研究に携わる者 としての修惑は、自分の学問が どのような社会的役割 を果たす

ことができるのだろうかとい うところから始まった。もちろん、学問 とい うものは、それを 「す る」、

それに 「携わる」 とい うことだけでその価値 と意味があるという考えに筆者は立つ。特に最近は大

学でも研究や教育に対 して 「評価」や 「指標」などのことばが飛び交い、研究や教育の本質よりも

数値上の 「経営の合理化」 とい うものが優先 されるよ うになったが、このような時世であるか らこ

そ学問と教育の価値は尊ばれるべきであると信 じる。

　この考えは確固 としている。

　にも拘 らず、韓国の 「近代化=民 主化」を直接経験 しなければな らない世代に生まれ育った韓国

人 日本研究者 として 「修めるべ き思惑」とい うものが自分か ら離れない。 自分の研究は社会にとっ

てまたは 自分にとってどのような意味があるのかとい う自問である。例えば、愛国心 とは何だろ う

か、愛国心そのものは決 して悪いものではなく、ある意味では美 しいものであるが、愛国心と愛国

心が衝突 して争いにな り戦争になっている歴史を振 り返 ると、複雑 な気持 ちになる。 どうやら、愛

国心 とは内に向かって秘める場合には美徳 となるが、外に向かって打ち出す瞬間、排他的なものへ

と変貌 して しま うようだ、などの雑念である。「アイデンティティー」や 「国家」とい う言葉も個人

的にあま り好きではない。理由は同じで、これ らもまたインサイダー とアウ トサイダーとい う境界

を作って しま うか らである。 このような考えを韓国人 日本研究者 としてどのように消化すればよい

のだろ うか。 どのように自分の研究に活かせばよいのだろ うか、これが修惑の本体である。

　思 うに、韓国の 日本研究も、 日本の韓国研究 もこれ ら境界を打ち崩す方向へ と進み、作用すべき

ではなかろうか。境界 とい うものが少 しずつ崩れ去ったその跡には、人類普遍的な価値観、人であ

は映画 、音盤 、ゲー ムに 関 しては全 面開放 、劇場 用ア ニメー シ ョン は2006年 全 面解禁す るこ とに し、 ケー ブル

テ レビや衛星放 送 も地 上波 で放 映 され た ものは解禁 となっ た。 第三次 と第 四次 の間 にイ ンターバ ル があるの は

2001年7月 に 日本 の教 科書 問題 で開放 スケ ジュール が全面 中止 に なったか らであ る。
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るとい う事実を埋めていく努力が教育 としてあるべきではなかろ うか。最近は 「民主主義が何なの

か、自由とは何なのか、何故民主主義や 自由が大切で、それを獲得するために闘わなければならず、

なぜ守 り通 さなければな らないのか」 とい うことをあま り考えなくなったし、またそのよ うな話を

学生に語ることも少なくなった。民主主義 と自由を直接体現 しているからであろ うが、果た してそ

のよ うな理由で考えなくなることがよいことなのだろ うか。初心に戻って、 目に見えないような些

細なことしかできないであろうが、韓国人 日本研究者 としての責務 と役割 を考えなが らこころの中

の 「修惑」 とい うものと付き合っていきたい。

[附記]

　広島大学教育学部国語教育カフェに招いて下さった竹村先生をは じめ、歓待 して くださった諸先

生方にこの場を借 りて改めて御礼を申し上げます。また、当時京都インターナショナルスクールの

小学校6年 生だった息子の相手 をしてくださった院生のみな さんにも御礼を申し上げます。 さい ご

に、当 日、息子が 日本語で話すのを初めて聞いて不思議な気持ちになったことを告白させていただ

きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (翰林大学日本学科教授)

　 ・・


